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【銅の価格高騰】
電気抵抗値が低く導電率が高いことから、古くから銅が配

線や端子の材料として使われている。しかし、過去10年で電
気銅の地金価格が3倍以上に急騰している。
それに対し、アルミ地金価格は電気銅地金価格の1/3以下で

安定して推移している。
埋蔵量は40倍以上(銅は2040年に枯渇すると言われている)

【省エネ】
更にアルミは比重が軽く、重量は

銅の1/3と軽量な為、車載を始めと
する銅製部品をアルミ化することで
軽量化し省エネが図れる。
物流も軽量なアルミ製品の方がエネ
ルギー損失が少ない。

アルミが求められる背景
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アルミが利用されなかった理由

【ハンダ付け性】

以前から、電線材料を銅からアルミへの置換えの要望は
あった。しかし、アルミは難ハンダ付け性材料であり、特殊
な接合技術が必要なことから実用化することが出来なかった。

【難ハンダ付け性】

難ハンダ付けの理由は、アルミ表面の酸化が速く強固なた
め、酸化膜の除去に特殊なフラックスを必要とし、アルミ用
フラックスのコスト高や管理が困難な事から、敬遠されてき
た。

また、電解腐食を起こしやすいため、ハンダ材料も一般的
に使用されているハンダは使えない。
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【フラックスによるハンダ付け】
①腐食性の強いフラックスにより酸化膜除去
②アルミ用ハンダ(Zn含有のものが多い)でハンダ付け
③フラックス除去(腐食防止)

【問題点】
・特殊なフラックスやハンダが必要
・フラックスによるガスが発生
・フラックスの洗浄が必要

一般的なアルミハンダ付け方

酸化膜

母材 母材 母材

酸化膜

ﾌﾗｯｸｽにより酸化膜除去

酸化膜半田

合金層
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【原理】
超音波によるキャビテーション効果を利用し、溶融半田表

面や母材表面の酸化膜・油脂・ゴミ・埃等の汚れを除去し、
活性化させる事で、ハンダ付けが可能。
さらに、超音波により拡散や酸化膜の破壊が促進され、よ

り強固に接合します。
つまり超音波ハンダ付けを用いることでノーフラックスで

のハンダ付けが可能になります。

※キャビテーション効果とは、超音波によりハンダ中に生
じた気泡が破裂する際に起こす衝撃波が、作用の事。

超音波によるアルミハンダ付け方①
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【優位性】
・フラックスからのガス発生が無い
・フラックス洗浄工程が不要
・300℃以下の温度でハンダ付け可能
・短時間での接合が可能(予熱+塗布で10～20sec)
・アルマイト処理したアルミでも接合可能

【注意点】
・撚り線内部の塗布は不可(毛細管現象が無い)
・仕上がり面はザラツキ(光沢感は無い)
・ハンダとの合金化が始まると、アルミがハンダ中への
移行が早く、アルミが痩せることがある。

超音波によるアルミハンダ付け方②
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・アルミ電線のハンダコーティング
・モータやトランス用アルミ電線のハンダコーティング
・電子部品のアルミ端子へハンダコーティング
・二次電池のアルミ箔へハンダコーティング
・アルマイト処理したアルミ部品の接合

アルミハンダ付けアプリケーション

アルミ電線

電子部品

アルマイト製品 モータ・トランスアルミ電線

二次電池
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(参考資料) 

地金価格
(/kg)

埋蔵量
(t)

電気抵抗率
(nΩ·m)

密度
(g·cm-3)

熱膨張率
(µm·m-1·K-1)

ヤング率
(Gpa)

アルミ ¥226 380億 28.2 2.70 23.1 70

銅 ¥730 10億 16.78 8.94 16.5 110–128

アルミの
特徴(比
較)

◎
安い

◎
多い

△
高い

◎
軽い

△
伸びる

△
脆い

【アルミと銅の比較】
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お問合せ

株式会社リソー技研
東京事業所 東京都中央区銀座8丁目18-3-加藤ビル5F
〒104-0061 TEL(03)-6228-4153
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